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八戸ブックセンターのギャラリーでは、物質とし
ての本が持つ役割や存在意義、魅力などを再
認識できる場であることを開催理念のひとつと
して掲げ、これまでさまざまな展覧会を行って
きました。
本展示では、本を彫刻するという手法で、世
界的な評価を得る彫刻家 ·美術作家である飯
田竜太と、「ブックアート」を実践し、日本をは
じめ、ドイツ·ヨーロッパで活躍するアーティスト
太田泰友の二人展を開催いたします。「本」と
いう共通したテーマを持つ両氏が、「作品（素材）
を交換する」という対話方法でもって作品に向
き合い、表現し、発表するという、史上初の
二人展をぜひご覧ください。
─
再会は、相手との時間変化を乗算して話さね
ばと熟考する。一日千秋の思いは、お互いの
接点を探り、その接点へと一緒に時間を巻き
戻す。その過去の一点にたどり着くことが、読
書した時にも起こる。それは「ホントノタイワ 
（本と（本当）の対話）」なのか？　と、はたと気
付く。太田さんとは物質で対話したいという渇
望が漲る。四角い展示室がその対話の筐体に
なるように。 
 ────飯田竜太
─
ものを交換するということは、どれほどに緊張
感があり、胸が高鳴り、相手のことを深く想像
することなのだろうか。翻って自らを改めて知る
ことなのかもしれない。ブックとオブジェクトとアー
トが互いに交感し合った先に辿り着く場所とは。
嘗て、作品を通して制作の勇気を与えてもらっ
た飯田さんの研究室を訪れた2023年7月。い
くつかの質問をぶつけて、解けすぎないほどに
紐解いた。
 ────太田泰友

飯田竜太（いいだ·りゅうた）

1981年生まれ、静岡県沼津市出身、東京
都在住。2004年日本大学芸術学部美術科
彫刻コース卒業。2014年東京藝術大学大学
院美術研究科先端芸術表現専攻修士課程
修了。文字や言語などを用いて美術作品を
作ってきた。2007年よりグラフィックデザイナー
田中義久と「Nerhol」（ネルホル）を結成。
2017年に八戸ブックセンターで「のどの文字、
間の無光 - The words of the inside margin 
and darkness at time.–」を開催。

太田泰友（おおた·やすとも）

1988年生まれ、山梨県甲府市出身、長野
県在住。2017年、日本人初となるドイツに
おけるブックアートの最高学位マイスターシュー
ラー号を取得。同年、ブックアートの追究と
発信の拠点となるアトリエ「OTAブックアート」
を東京に設立。
2019年に八戸ブックセンターで「太田泰友ブッ
クアート展　背を見て育つ」を開催。

［アクセス］
【バス】八戸駅東口から八戸市中心街行き
約25分「十三日町」または「八戸中心街ター
ミナル（八日町）」下車すぐ
【鉄道】八戸駅からJR八戸線「本八戸」
下車徒歩約10分
※駐車場はございません。周辺の駐車場を
ご利用ください。

［住所］
〒031-0033
青森県八戸市六日町16番地2
 Garden Terrace 1階
［TEL］
 0178-20-8368
［開館時間］
10:00～20:00
（日・祝は10:00～19:00）

［休館日］毎週火曜日
（祝日の場合はその翌平日）

https://8book.jp
X（旧 twitter） @hachibookcenter
instagram @hachibookcenter

［広報物デザイン］
山田和寛（nipponia）

●トークイベント
2023年9月30日（土）14時～16時
場所・八戸ブックセンター　読書会ルーム
ゲスト・飯田竜太　太田泰友
定員20名・参加無料・要予約

太田泰友 〈Frucht I〉， 2017
太田泰友 〈GOETHE I〉， 2022

ブック／オブジェクト／アート
飯田竜太┼太田泰友　二人展

飯田竜太〈Ornament of Book—本の装飾—〉，2005 
photo: yuji hamada, 
飯田竜太 〈Silent Book〉，2023 photo: yuji hamada
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